
□伝統野菜をひたすら応援し続ける男 2020/12追記

<子どもと親子のエコ未来賞受賞>
この度、一般社団法人日本伝統野菜推進協会は、環境省が主催する第8回グッドライフアワードにおいて、
実行委員会特別賞の＜子どもと親子のエコ未来賞＞を受賞しました。
グッドライフアワードとは、環境と社会によい活動を応援するプロジェクトで、社会をよくするSDGsを体
現する取組を「環境大臣賞」として幅広く表彰しています。企業、学校、NPO、自治体、地域コミュニティ、
個人など、誰でもエントリーすることができます。
当協会の取組みは、あいち在来種保存会をはじめ本当に多くの方々に支えられて活動しています。その方々
に何か少しでも報いることができないかと思い、2019年度の活動をもとにエントリーしました。
受賞の取組主題は、「伝統野菜の食農教育で創る子ども達の「グッドライフ」な未来」です。
環境大臣賞には遠くおよびませんが、当協会の取組みが評価されたことを光栄に思っております。

<子ども達の未来のために>
ボランティアスタッフの方々、協賛企業、あいち在来種保存会の高木先生がたの協力を得て作成した子ども
向け農業教育テキスト。そして、田原市や豊橋市の教育委員会に紹介して小学校や学校図書館に寄贈できる
よう働きかけてくださった地域の方々。さらに配布を手伝ってくれた生徒の皆さん、子ども達の収穫体験会
に、いつも大切な畑を快く提供してくださるハタケタナカの田中先生、本当に、本当にありがとうございま
す。
また、テキストの配布を契機に「遠いけど、いつでも収穫体験させてあげるよ」と言ってくださる農家の
方々や新たに伝統野菜に関心を持ち栽培をはじめた農家の方、農産物を取り扱いたいと声をかけてくださる
企業の方も現れ、少しずつですが伝統野菜や在来種の保全が実現してきています。
皆さま、あらためて、心より感謝申し上げます。ありがとうございます。
2020年代は、ますます社会的な取組みが必要とされる時代になっていくと思います。そのなかで、子ども
たちが環境や農業のことを学べるお手伝いが少しでもできたらと思っております。
何とぞ、今後ともご指導ご鞭撻のほど賜りますようよろしくお願い申し上げます。
https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/

（文／石川哲也）

□伝統野菜をひたすら応援し続ける男 2021年2月2日追記

朝日新聞にて紹介されました！（本文はリンク先よりご覧ください。→朝日新聞デジタル）
https://www.asahi.com/sp/articles/ASP1G64W9P1DULFA006.html

こちらは 2021年2月1日(月)付け朝日新聞夕刊から

https://www.asahi.com/sp/articles/ASP1G64W9P1DULFA006.html


■伝統野菜をひたすら応援し続ける男 【石川哲也 大学53期国際経営科】 2020/7掲載

私、大学53期卒業生の石川哲也は、伝統野菜を未来へ残すための活動を行っています。
伝統野菜は、各地で古くから栽培されてきた貴重な在来品種ですが、農業人口の減少や栽培の手間等によっ
て減少の一途をたどっています。これらの伝統野菜は、現在の美味しい野菜の育種素材でもあり、農業の技
術の育成や地域の食文化を支えてきた野菜たちです。これらは生物なので、もし、絶滅してしまえば復活は
困難です。
私は、この伝統野菜を少しでも多くの人に知ってもらい、子ども達のために未来に残していきたいという思
いで、2016年7月に一般社団法人日本伝統野菜推進協会を設立しました。
現在、会社役員として、二児の父親として、多忙な毎日を過ごしていますが、そのかたわら、在来種保存会
の方やボランティアスタッフと力を合わせ、子ども達を対象とした農業体験会を開催したり、全国の伝統野
菜を紹介するホームページを制作したりしています。2019年度には、多くの方の協力のもと、出身地の愛
知県で「子ども向けあいちの伝統野菜テキスト」を作成し、田原市、豊橋市の小学校や図書館などに寄贈す
ることができました。今年度も他の自治体への配布を計画しています。
身近な野菜を通じ、多くの人に伝統野菜を知ってもらい、生物多様性の保全や自然環境保護などについて考
えてもらえればと思い、この活動を続けています。
皆さんにも、ぜひ、一度ホームページを見ていただけたらと思います。https://tradveggie.or.jp/
みんなで日本の農業や地域の食文化を応援しよう！

（文／石川哲也）



■二回の出向を経験して－今思うこと－【長井誠／院60国際地域文化研究】 2020/9掲載

わたしは、1979年（昭和54年）に日本生命保険相互会社入社したが、二回の出向を経験した。しかし、人
生なにがよくてなにが、なにが悪いのか。何が後々幸いするか、わからないものである。むしろ、出向とい
うのはチャンスであるとつくづく思う。大事なのは、出向の辞令・内示を受けた時に、腐らずに前向きに、
なにができるのかを考えることである。出向はチャンスである。私は声を大にして言いたい。
第一回目の出向は1989（平成1年）であった。34歳のときで、西大和開発という不動産会社に出向となっ
たのである。その際、腐らずに、会社の制度も利用しながら、仕事とともに自己啓発に努めた。自己啓発は
二つあって、一つ目は、専門学校への授業料を半額援助してくれるという日本生命の制度を利用して、不動
産鑑定士の試験に受験したことである。苦労した結果、合格できた。二つ目は、やはり日本生命のトゥゲ
ザー運動という制度に応募して異業種交流会を設立したことである。私のキャリアの中で少し特異なものと
なった。この異業種交流会を30年以上続けている。これは、もともと、日本生命の援助もあって、1990年
（平成2年）に「関西の今後を考える会」という名前で設立した。私は発起人であるとともに主催者でもあ
る。現在も継続し、開催回数は200回を超えている。
第二回目の出向は、2007年（平成19年）52歳の時であった。公益財団法人大阪日本民芸館に出向し、常
務理事・学芸員として勤務した。この時は、前回の出向経験もあり、すぐに切り替えて、学芸員の資格を取
るべく通信制の芸術大学に入学した。おかげで、学芸員の資格をとることができ、視野が芸術方面にも拡大
して良かったと思っている。
2016年(平成28年)3月、勤務先の日本生命を定年となった。同時に、出向先の公益財団法人大阪日本民芸
館も退職となった。大阪日本民芸館の勤務は9年間とながく、退職の挨拶の際、スタッフから感謝状をもら
い、不覚にも涙してしまった。
その後、南山大学大学院博士課程後期にすすみ、令和元年3月に柳宗悦研究で博士をとることができた。し
かし、勉強ばかりしているわけにはいかない。仕事もしなければならない。今取り組んでいる仕事は、不動
産鑑定業である。専門学校へ行って苦労して平成4年に合格した不動産鑑定士第二次試験を生かすべく、実
務修習のため、2016年(平成28年)5月より㈱三友システムアプレイザル大阪支店で働き始めた。若い人に
混じって、パソコンの前で鑑定評価実務の仕事をした。勤務は、週2日か3日、目に堪える仕事であった。こ
うした実務に加え、論文試験と面接試験を突破して、令和2年4月に、最高年齢合格で不動産鑑定士となるこ
とができた。博士に加え、不動産鑑定士という二つの「士」を60歳を超えてから獲得したことになる。
最近は、民芸や 大阪日本民芸館 万博等のテーマで講演をしながら研究も続けている。

（文／長井誠）



■来たる「人とロボットの共存社会」へ挑戦する男 【水谷健吾 大学60期英米科】 2020/7掲載

現職でロボット製品を開発し、日本の市場を開拓し、普及させる業務を任されております。
開発というのは自社開発も含みますが、私はもっぱら英米学科という背景も考慮され、主に海外のロボット
製品を視察し、日本市場で普及出来そうなものを発見し、海外企業と日本導入への道筋を交渉し、実際に製
品を普及させていく企画業務を行っております。

工場などの専門分野でない市場へのロボットというのは御存知の通り受け入れ側の理解も必要ですし、肝心
のロボット自体も発展途上で度々予想外の問題を起こします。日々、新技術の普及に奮闘する毎日ですが、
この苦労が礎となり未来を創っていくのだと信じ、頑張っております。

（文／水谷健吾）


